
国際学部・紛争解決論I特別講義
ルワンダの悲劇から学んだこと
～命の尊さ、教育と平和の大切さ～

講師： 永遠瑠（とわり）マリールイズ

NPO法人ルワンダの教育を考える会 理事長

日時： 2018年6月1日（金）10:40～12:10
会場： 広島市立大学情報学部棟別館・情報交流ラウンジ

参加費無料、参加申し込み不要

＊本講演は「紛争解決論I」（担当：古澤嘉朗・国際学部）の一環と
して開催します。受講者以外の方の聴講も歓迎します。

1993年、JICA青年海外協力隊カウンターパートナー（現地協
力員）として、日本で洋裁の研修を受ける。1994年2月、ルワ
ンダに帰国。同年4月、ルワンダ国内でツチ族フツ族による内
戦が勃発。コンゴ民主共和国へ逃がれ、難民キャンプで偶然
出会ったAMDAの日本人医師の通訳を行う。その後家族そ
ろって再来日。現在、ルワンダに学校を設立し、福島県でルワ
ンダの教育を考える会の理事長を務め、命の尊さや平和の大
切さを伝えるために日本全国を駆け回っている。

使用言語： 日本語

（写真撮影：2015年3月、古澤嘉朗）


